
都市計画の案の理由書 

 

 

都市計画公園 5・5・那 5 号首里城公園は、首里城とその周辺の守礼門、龍潭、円

覚寺などを含む区域を総合公園として昭和 62 年に当初の都市計画決定を行いまし

た。平成 5 年に名称の変更、平成 7 年と平成 26 年、令和６年に区域の変更を行い、

現在の面積は約 17.9ha となっています。歴史と文化をテーマにした公園として整備さ

れ、古都首里の自然や風土が満喫できる空間として、多くの観光客と県民に利用され

てきました。 

そのような中、令和元年に首里城火災が発生し、消失した首里城の復興を計画的

に推進するため、首里城復興基本計画が令和 3 年に策定されました。このなかで、首

里城公園のさらなる魅力の向上を図るため、中城御殿跡や松崎馬場跡の整備等が基

本施策として位置づけられています。 

琉球王国時代世継王子の屋敷であった中城御殿の跡地は、体験学習施設を整備

することで、首里城及び琉球の歴史・文化に関する教育普及の場としての役割を担う

とともに歴史的風致景観を創出します 

これらの計画に基づき、中城御殿跡は、体験学習施設等の整備や一部の遺構の保

存等のため隣接する都市計画道路大中細街路（7・7・那 26 号大中 2 号線）及び那覇

市道（当蔵１号）との境界までを必要な範囲とし、都市計画区域の変更が必要となりま

した。 

令和６年度は、中城御殿北側に隣接する那覇市道（当蔵３号）との境界までを必要

な範囲とし都市計画区域の変更を行い、中城御殿東側については、関係機関と協議

を継続していました。今年度、関係機関との協議が整ったことにより、あらためて都市

計画区域の変更を行います。 

以上を踏まえ、面積約 0.1ha の増加となるため、公園面積を約 17.9ha から約 18.0ha

に変更しようとするものです。 

 

 

 


